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はじめに

　武雄市は、令和元年８月、令和３年８月と２年経たずに大雨による災害

に見舞われました。

　改めまして、災害から復旧・復興に際しまして、全国からご支援・応援

等のお力を頂き、感謝申し上げます。

　令和元年８月豪雨では、８月２８日の明け方に線状降水帯が発生し、一気に雨が降り、時間

雨量１０１ミリを観測し記録的な大雨となりました。

　今回の令和３年８月の大雨では、８月１１日朝から１９日未明にかけて、雨が断続的に降り続

き、９日間の総降雨量は１，２５６ミリ（令和元年８月豪雨の約３倍）となり、特に六角川水系

では３回の排水ポンプの停止・再稼働の繰り返しも重なり、令和元年８月豪雨に続き、橘町、

朝日町、北方町での被害が甚大となりました。

　この災害では、幸いにも人的被害は無かったものの、１，７６２件の床上・床下浸水による住

宅被害を受けることとなりました。

　また、最大９０１名の方が指定避難所や地域避難所に避難され、道路・河川被害、農林業被

害、商工業被害等の被害総額は約１１９億３，７７１万円を超える被害となりました。

　武雄市では、令和元年８月豪雨で「必要な時に必要な人に必要な情報が確実に届く」ことが

何より大事だと痛感し、戸別受信機を希望されるご家庭や要配慮者施設等（約９，８００世帯）

に無償で設置し、あわせて外国語にも対応した武雄市防災アプリ「たけぼう」（令和４年１２

月末現在、約１３，０００ダウンロード）を令和３年６月にリリース、市民のライフスタイルに対

応した情報伝達手段の整備を進めてきました。

　令和３年８月の大雨では、市民の希望や今後の治水対策の方向性をいち早く示すため、発災

から３カ月後の１１月に「武雄市 新・創造的復興プラン」を発表し、さらなる気候変動を見込

んで、まずは床上浸水をゼロにするという目標を掲げ、治水対策に取り組んでいます。

　現在、六角川の河道掘削やヨシの生育抑制のための湛水池の整備が行われています。また、

排水機場の新設や増強、排水ポンプ車の整備も行っています。田んぼダムの整備やため池の事

前放流など、今あるものをいかした治水対策も進めています。国、県、市が連携し、地域の皆

さんと一緒になって、流域治水を推進しています。

　また、安心して避難できる環境を整備するため、地区の公民館など（１０２カ所）に食料と飲

料水の備蓄品を令和４年６月末までに配備し、従来の避難所に加え必要に応じていつでも地域

避難所を開設できる環境の整備や車両避難場所の拡充を行い、あわせて、住まいの浸水対策や

移転などへの補助についても、武雄市独自で行いました。

　災害対応、復旧・復興は長期間になれば、支援内容や課題が多様化します。これに対応する

ためには、職員だけのマンパワーでは不足します。受援力をさらに高めるために、今まで以上

に応援協定を結び、平時から、地域と支援者の顔の見える関係を作り、災害時には電話１本で

支援していただく「備えない防災」を進めていくことが重要であります。

　さらに、災害は１度だけでなく、２度３度起こるということを前提とした防災対策が必要で

あり、命を守ることはもちろん、これからは住まいや暮らしを守る視点での防災対策も重要で

あります。災害が続くと、人口流出や廃業が相次いで町の危機に繋がります。

　これからもこの町に住み続けよう、商売を続けよう、と思えるような武雄市を目指し、着実

に歩みを進めていきます。

　令和５年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武雄市長　　小　松　　政
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令和３年８月１１日朝から１９日未明にかけて降り続いた雨は、線状降水帯となり大雨や集中豪雨をもたらし
大規模な浸水被害が発生した。
【8月１５日１２時頃　武雄町上空から撮影】

▲武雄町小楠区　国道34号（物産館前交差点付近）

▲武雄町川良区　県道武雄伊万里線
　　　　　　　　　　（赤穂山からの土砂流出）

▲武雄町小楠区　国道34号沿い商業施設

▲８月１４日　深夜の道路情報表示装置
　「国道３４号 小城市牛津～嬉野市県境 全面通行止」

北方町

国
道
３４

号

JR佐世保線

長崎自動車道

長崎自動車道
六

角
川

武雄川

橘町

朝日町
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▲８月１５日 １２時頃　橘町二俣区（二俣交差点南）　

▲８月１４日 午前　橘町南片白区（茂手橋付近） ▲８月１４日 午前　橘町納手区（大日堰から六角川）

８月１４日 午前 橘町南片白区（橘農協支所前交差点）
◀ ▶

二俣交差点
国

道
４
９
８

号

345

345

498
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▲８月１４日午前　朝日町ＪＲ高橋駅付近　　

▲８月１４日 午前　朝日町甘久区　
　　　県道武雄多久線沿い商業施設

◀
８
月
14
日
　
朝
日
町
高
橋
区

▶
８
月
14
日
　
朝
日
町
甘
久
区

▶
商
店
の
被
害
状
況

▲８月１４日 午前 朝日町高橋区（鳴瀬分道交差点）　　

武雄北方IC

武雄市朝日町高橋周辺

➡

JR高橋駅

JR佐
世
保
線

高橋川
武雄川

令和元年８月豪雨
浸水表示板

道路面より１．２５m
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▲８月１４日 ６時頃　武内町（梅野原交差点付近）　　

▲西川登町矢筈区　土砂災害（地すべり兆候）

▲北方町上空からの撮影（北方小学校付近）

▲山内町犬走区　ため池決壊

▲８月１３日 １５時頃 東川登町永野区 国道３４号　　

▲８月１４日 午前 朝日町高橋区（鳴瀬分道交差点）　　

北方小学校

JR佐
世保線

六角川
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◀
▶
北
方
公
民
館
　
　

▲北方町高野区　国道３４号（旧北方支所前付近） ▲北方町追分区　ＪＲ北方駅　　

▲北方町芦原区　県道武雄福富線（芦原公民館付近） ▲北方町医王寺区　新橋西（長崎街道）

災害ごみを２か所の仮置き場に一時集積した。その回収量は約３,７４０ｔであった。　　災害ごみを２か所の仮置き場に一時集積した。その回収量は約３,７４０ｔであった。　　

令和元年８月豪雨
浸水表示板

道路面より１．２４m
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第１章　大雨災害の概要

第１節　気象の概要
１．気象の概要

　令和３年８月１１日から１９日にかけ、前線が九州付近に停滞し、前線に向かって太平

洋高気圧の周辺から暖かく湿った空気が流れ込んだ影響で、九州北部地方では大気の状態

が非常に不安定になり、記録的な大雨となりました。

 この雨は、８月１１日朝から１９日未明にかけて、局地的に猛烈な雨や日降水量１００ミ

リを超える非常に激しい雨が断続的に降り続き、１４日未明から朝にかけて線状降水帯が

発生しました。この９日間の総降水量は西川登町矢筈で１，２５６ミリ（令和元年８月豪雨

の約３倍）となり、六角川、松浦川水系では内水氾濫により市内いたるところで冠水被害

が発生し、約１，７３０ｈａが浸水しました。特に、六角川水系では３回の排水ポンプの停

止・再稼働の繰り返しも重なり、令和元年８月豪雨に続き、橘町、朝日町、北方町での被

害が甚大となりました。

第２節　観測状況
１．気象警報状況

　　（天気図、高解像度降水ナウキャスト、指定河川洪水予報及び洪水キキクル）

▼８月１１日１１時３３分に大雨警報（土砂災害）と洪水警報が発表

▼８月１５日０６時１０分に大雨特別警報（浸水害、土砂災害）を大雨警報（土砂災害）へ切替え

▼８月１４日０２時１５分に大雨特別警報（土砂災害）が発表

▼８月１２日０３時５５分に土砂災害警戒情報が発表

【資料提供　佐賀地方気象台】
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２．８月１１日から１５日の雨量推移と警戒態勢状況

３．雨　量

令和３年８月11日からの雨量グラフ

観測所名

４．河川水位

観測所名 最高水位

武 雄 観 測 所

高 橋 観 測 所

武 内 観 測 所

北 方 観 測 所

矢 筈 観 測 所

潮見橋観測所（六角川）

杉橋観測所（武雄川）

高橋観測所（高橋川）

武内観測所（松浦川）

新橋観測所（六角川）

　

１,１１４ｍｍ

１,２０３ｍｍ

１,０５５ｍｍ

１,１３２ｍｍ

１,２５６ｍｍ

６１ｍｍ

７６ｍｍ

４２ｍｍ

５６ｍｍ

６５ｍｍ

１４日
16:00～17:00

１４日
1:00～2:00

１４日
5:00～6:00

１４日
16:00～17:00

１４日
4:00～5:00

１４日  ７：２０
４．８６ｍ

１４日  ６：００
４．０９ｍ

１４日  ７：００
３．４６ｍ

１４日  ７：２０
４．７９ｍ

１４日  ７：２０
７．３５ｍ

（T.P. 6.38m）

総雨量 最大１時間雨量

１２５ｍｍ

１６４ｍｍ

１００ｍｍ

１２２ｍｍ

１４３ｍｍ

１４日
3:00～6:00

１３日
23:00～2:00

１４日
3:00～6:00

１４日
3:00～6:00

１４日
3:00～6:00

最大３時間雨量

避難判断水位　2.80ｍ
氾濫危険水位　3.10ｍ

避難判断水位　3.47ｍ
氾濫危険水位　3.71ｍ

避難判断水位　1.93ｍ
氾濫危険水位　2.11ｍ

避難判断水位　3.30ｍ
氾濫危険水位　3.74ｍ

計画高水位　　6.94ｍ

【資料提供　国土交通省 武雄河川事務所】

※ T.P. とは、全国の標高の基準（東京湾）となる基準面からの高さ

11日 16：00
高齢者等避難（市内全域）

12日 3：55
避難指示（若木町）

12日 20：15
避難指示（市内全域） 15日 6：10

避難指示（市内全域）
14日 2：15
緊急安全確保（市内全域）

3：10
ポンプ停止①

12：10
ポンプ停止②

2：15
大雨特別警報（土砂災害） 6：10

大雨特別警報解除

武雄雨量観測所

新橋水位観測所

計画高水位 T.P. 5.97m

3：55
土砂災害警戒情報

11：33
大雨・洪水警報

11：33
災害情報連絡室

8月11日 8月12日 8月13日 8月14日 8月15日

3：55
災害警戒本部

2：15
災害対策本部

15：00～
氾濫危険水位到達

14：20
ポンプ停止③

今回の洪水による最高水位
8月14日 7：20

T.P. 6.38m
過去最高水位（R1.8.28） T.P. 6.32m

8月11日 １２日 １3日 １4日 １5日

■武雄町　■朝日町　■武内町
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第２章　被害の概要

第１節　市内全域の被害状況
１．市内全域の主な被害状況

第２節　公共施設等の被害
１．被害の状況

　公共施設等の被害は、道路・河川等の被害１２９件、農林業の被害３６３件、農産物の被

害１，１２７．９５ｈａ、下水道の被害１１２件、医療機関の被害１０機関、社会福祉施設の被

害１７施設、文教等施設の被害１４施設、商工業の被害約２３０店舗、文化財の被害１件

で、総被害額は約１１９億３，７１１万円でした。

２．浸水の状況

　長期間に降った雨により市内いたるところで冠水被害が発生し、多くの家屋が被災し

ました。

　浸水面積は約１,７３０ｈａであり、市全域の約９％が冠水し、最大浸水深は北方町久津

具区付近で３．２２ｍでした。

（令和元年浸水面積約1,920ha、最大浸水深北方町久津具地区3.02m）

※ 床上・床下浸水は、区長等に聞取りにより調査

若木町

武内町 朝日町

武雄町山内町

東川登町

西川登町

北方町

橘 町

重軽傷者： ０名
避難者数： ２７名
床下浸水： ２件
床上浸水： ０件

重軽傷者： ０名
避難者数： ４８名
床下浸水： ４件
床上浸水： ０件

重軽傷者： ０名
避難者数： ７３名
床下浸水： ０件
床上浸水： １０件

重軽傷者： ０名
避難者数： ９５名
床下浸水： ０件
床上浸水： １件

重軽傷者： ０名
避難者数： ０名
床下浸水： １２件
床上浸水： ４件

重軽傷者： ０名
避難者数： ５７名
床下浸水： １４０件
床上浸水： ３３件

重軽傷者： ０名
避難者数： １６７名
床下浸水： ６９件
床上浸水： １４９件

重軽傷者： ０名
避難者数： ３４２名
床下浸水： ２５５件
床上浸水： ６７６件

重軽傷者： ０名
避難者数： ７３名
床下浸水： ９７件
床上浸水： ３１０件

区 分
重軽症者
避難者数
床下浸水
床上浸水

０名
８８２名
５７９件

１，１８３件

合  計
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被害の状況

区　分 被害件数 被害総額
道　路 ６８件
河　川 ３９件
その他 ２２件

農　地 １３５件 
農業用施設 ２１５件
林　道 ４件
農林地崩壊 ９件

農産物 １，１２７.９５ｈａ
農業用施設 ２４件
機　械 ６４３件
その他 １,０００個

処理場被災・             
浄化槽修繕等　　  　１１２件 

医科 ７機関
歯科 ３機関 

福祉課関係施設 ８施設
健康課関係施設 ４施設
こども未来課施設 ５施設 

被害店舗 約２３０店舗

小・中学校 １１施設
公民館 １施設
スポーツ施設 ２施設 

国登録文化財 １件 

　被害総額

道路・河川 約４億５９７０万円

道路の状況

区　分 件　数
１１１件通行止め

鉄道状況・路線バスの状況

区　分 運行状況
佐賀大和～嬉野　
8月１２日～１５日　通行止め
佐世保線肥前山口駅～武雄温泉駅
8月１１日～２２日　運転見合わせ

高速道路

ＪＲ鉄道

約１５億５７１０万円

約１４億０１１９万円

約１９７２万円

約８５億００００万円

約１１９億３７７１万円

農林業

下水道

医療機関

社会福祉施設

商工業

文化財

文教・
スポーツ施設

農産物・
農業関係施設
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令和３年８月の大雨　概要

■ 降雨の比較
●令和元年８月豪雨　雨量グラフ

●令和３年８月の大雨　雨量グラフ

27日 10：15
避難準備・高齢者等避難開始
　　　　　　　　 （山内町）

11日 16：00
高齢者等避難 （市内全域）

12日 3：55
避難指示 （若木町）

12日 20：15
避難指示 （市内全域）

14日 2：15
緊急安全確保 （市内全域）

5：50
大雨特別警報

10：15
土砂災害警戒情報

27日 16：00
避難所開設

8月27日 8月28日

9：43
大雨・洪水警報

8月11日 8月12日 8月13日 8月14日

2：15
大雨特別警報（土砂災害）

15：00～
氾濫危険水位到達3：55

土砂災害警戒情報
11：33
大雨・洪水警報

27日 18：00
避難勧告（市内全域） 28日 5：45

避難指示（市内全域）

■武雄町　■朝日町　■北方町

■武雄町　■朝日町　■北方町
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令和３年８月大雨による浸水状況図

【資料提供　国土交通省 武雄河川事務所】
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第３章　応急・復旧対応

第１節　市災害対策本部の活動
１．市の体制状況等

（１）災害の時系列

８月１１日（水）

11：33　大雨・洪水警報発表・災害情報連絡室を設置

　　　　（佐賀気象台長から市長へホットライン「今回の雨は長丁場になる見込み」）

16：00　高齢者等避難発令（市内全域）　指定避難所開設（各町1箇所 全9箇所開設）

８月１２日（木）

  3：55　土砂災害警戒情報発表　　災害警戒本部へ体制移行、避難指示発令（若木町）

  5：45　避難指示発令（武内町、山内町）

  8：10　武雄市内で冠水が始まる

11：30　避難指示発令（東川登町、西川登町）

20：15　避難指示発令（武雄町、橘町、朝日町、北方町）※武雄市全域に避難指示発令となる

23：48　潮見橋観測所の水位が避難判断水位に到達（2.8メートル）

８月１３日（金）

12：00　全部長を招集。市長から災害対応指示。

13：30　車両避難場所開設（ゆめタウン武雄　〜19日14：24）※武雄市災害時応援協定

14：26　武雄河川事務所長から市長へホットライン

　　　　「ポンプ運転調整の可能性。北方町新橋は計画高水位を超える見込み。」

15：00　松浦川（武内観測所）　　氾濫危険水位到達①

16：00　六角川（潮見橋観測所）　氾濫危険情報発表①

16：30　高橋川（高橋観測所）　　氾濫危険水位到達①

18：50　車両避難場所開設（武雄ゴールデンラッキー・ワンダーランド武雄店）

　　　　　　※佐賀県災害時応援協定（佐賀県遊技業協同組合）

８月１４日（土）

  1：40　高橋川（高橋観測所）　　氾濫危険水位到達②

  1：50　六角川（潮見橋観測所）　氾濫危険情報発表②

  2：00　職員全員招集

  2：15　大雨特別警報（土砂災害）発表

　　　　　災害対策本部へ体制移行　市内全域に緊急安全確保発令

  2：21　顕著な大雨に関する情報発表①

  3：10　六角川排水ポンプ運転停止①

  3：15　ポンプ運転停止　放送

  3：20　第1回武雄市災害対策本部会議開催　※ケーブルワンによる生配信開始

　　　　　矢筈ダム緊急放流　事前通知（非常用洪水吐超流可能性あり）

  3：30　大雨特別警報（浸水害）発表

  3：45　矢筈ダムから危機管理監へホットライン「住民への情報提供・避難指示」

  4：40　松浦川（武内観測所）　　氾濫危険水位到達②

  4：59　武内町鳥越地区に地すべり兆候。以降17：20まで8回の兆候あり

  5：00　顕著な大雨に関する情報発表②

  5：20　武雄川（杉橋観測所）　　氾濫危険水位到達①

　　　　　矢筈ダム　緊急放流事前通知（非常用洪水吐超流可能性あり）

　　　　　本部ダムから危機管理監へホットライン「緊急放流予告通知3時間前」
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  6：00　ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（国土交通省緊急災害対策派遣隊）到着

　　　　狩立・日ノ峯ダムから危機管理監へホットライン「緊急放流予告通知3時間前」

  7：00　氾濫発生情報発表（橘町大日）　

  8：15　佐賀県リエゾン到着（〜31日）

  8：32　陸上自衛隊連絡員到着

  9：52　武雄市長から佐賀県知事へ自衛隊の災害派遣要請を依頼

10：10　六角川排水ポンプ運転再開①　　氾濫発生情報発表（潮見橋付近）

10：20　松浦川（武内観測所）　　氾濫危険水位到達③

12：10　六角川排水ポンプ運転停止②

12：30　陸上自衛隊到着

13：00　六角川排水ポンプ運転再開②

　　　　第3回武雄市災害対策本部会議よりYouTubeでも生配信開始

　　　　志久排水機場　浸水により停止（9月6日復旧）

14：20　六角川排水ポンプ運転停止③

15：00　六角川排水ポンプ運転再開③

17：00　松浦川（武内観測所）　　氾濫危険水位到達④

17：40　六角川（潮見橋観測所）　氾濫危険情報発表③

18：00　武内町鯰渕地区に地すべり兆候確認

８月１５日（日）

  6：08　佐賀地方気象台から防災・減災課長へホットライン　「特別警報解除」

  6：10　大雨特別警報解除、大雨・洪水警報発表

　　　　緊急安全確保を避難指示へ変更

16：10　ＪＥＴＴ（気象庁防災対応支援チーム）到着（〜20日）

８月１６日（月）

　　　　災害ごみの受け入れ開始　（〜9月13日まで。以降、環境課による個別対応）

10：45　武雄河川事務所長から市長へホットライン

　　　　「浸水解消の報告。越水等箇所対応の報告。東川ポンプ車2台再配備完了報告」

14：22　西川登町矢筈地区に地すべり兆候確認

８月１７日（火）

17：00　武雄市災害ボランティアセンター開設

８月１８日（水）

　　　　武雄市災害ボランティアセンター受付開始

　　　　消毒液の配布開始（〜20日）、募金箱の設置

  8：05　土砂災害警戒情報解除

11：00　武雄市長から佐賀県知事へ自衛隊の災害派遣撤収要請を依頼

８月１９日（木）

　　　　災害支援金、義援金の受付開始

14：24　大雨警報解除　避難指示解除（西川登町矢筈地区は避難指示継続）

８月２０日（金）

　　　　無料入浴支援開始（高齢者、障がい者対象〜9月30日）

13：00　復興支援室の設置（ワンストップ総合相談窓口の設置、相談専門ダイヤルの設置）

13：30　市営住宅、県営住宅一時入居相談受付開始

16：30　武内町鯰渕地区に避難指示発令（地すべり兆候）

８月２６日（木）

14：30　西川登町矢筈地区の避難指示解除
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２．災害対策本部会議の状況

（１）災害対策本部会議を発災当初から適宜開催しました。

　本部会議は、市長を本部長に各対策部、武雄警察署、武雄消防署、武雄市消防団、陸上

自衛隊西部方面特科連隊、気象庁、県派遣職員等が参加し開催しました。

 
（２）発災当初は、「人命救助を最優先した災害対応及び確実な避難行動指示」の本部長指針

により、人命に関わる救助活動を行いました。

　その後、被害情報の収集、被害状況の確認、避難者への適切な対応等の指示により、各

対策部及び関係機関等の情報共有、災害初動・応急対応・被災者への支援等について協議

しました。

　第１回会議から（株）ケーブルワンの協力により生配信が行われ、リアルタイムに市民

の方に情報提供を行いました。

８月３１日（火）

10：00　武内町鯰渕地区の避難指示解除

９月２４日（金）

17：00　全避難所閉所（45日間）

１０月４日（月）

  8：59　第37回武雄市災害対策本部会議

  9：12　災害対策本部解散

会議 日時 会議内容（本部長指示）

第１回
会議

第２回
会議

第３回
会議

第４回
会議

第５回
会議

8月14日

8月15日

3：20

 7：02

13：00

17：00

8：29

（３）災害対策本部会議状況

・人命救助を最優先し対応
・明るくなると避難者が増える、早め早め
　の準備
・少しでも早い情報収集と共有

・人命救助を最優先し対応
・市民へ身を守る行動の呼びかけ
・在宅避難者への支援物資の準備
・避難所の拡大に向け、早め早めの準備

・人命救助を最優先し対応
・避難所や在宅避難者への確実な支援
・支援物資輸送は日が暮れる前に完了
・被災者支援の準備

・人命救助を最優先し、確実な人命救助と
　安否確認
・避難所運営や在宅避難者への万全なサ
　ポート

・人命救助と安否確認を最優先に対応
・被害状況の迅速な全体把握と整理
・避難所や在宅避難者への確実な支援
・早急な復旧支援準備
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会議 日時 会議内容（本部長指示）

第６回
会議

第７回
会議

第８回
会議

第９回
会議

第10回
会議

第12回
会議

第11回
会議

第13回
会議

第14回
会議

第15回
会議

8月15日

8月16日

8月17日

8月18日

8月19日

13：02

17：00

8：59

13：00

17：03

9：00

17：00

9：00

17：00

9：00

・確実な人命救助、安否確認
　在宅避難者への物資輸送
・災害ごみ仮置き場の設定
　特に急ぐ分野の準備

・人命救助と安否確認の完了
　に向けて取組む
・災害状況の把握と整理
・災害ごみの受け入れを含め
　た復旧支援

・確実な災害ごみの回収
・り災証明書や住まい支援
・災害状況を把握

・まだ雨が降り続くため、身
　の安全確保の呼掛け
・復旧支援準備

・身の安全確保の呼掛け
・被災者ニーズを掴む
・スピード感ときめ細やかな
　支援

・復旧が早い人には早い支援
　これからの人にはきめ細や
　かな支援

・ごみを自分で運べない方の
　支援を早急に検討
・災害ボランティアセンター
　受付開始の呼掛け

・情報発信は確実な伝達
（復旧支援の情報整理、必要
　な人に、必要な情報を確実
　に届く、わかりやすく）
・次に想定される支援準備

・復旧支援メニューは、被災
　者へ確実な周知
・西川登町矢筈地区の地すべ
　りは、最悪を想定した対応
・復旧が早い方にあわせ、ス
　ピード感をもった復旧支援

・災害ごみの回収は、各団体
　等と連携
・西川登町矢筈地区の地すべ
　りは、県に早急な対応依頼

会議 日時 会議内容（本部長指示）

第16回
会議

第17回
会議

第18回
会議

第19回
会議

第21回
会議

第22回
会議

第20回
会議

第23回
会議

第24回
会議

第25回
会議

8月19日

8月20日

8月21日

8月22日

8月23日

8月24日

8月25日

8月26日

8月27日

17：00

9：00

17：00

8：59

8：58

8：59

8：59

8：59

8：58

8：58

・復興支援室を設置し相談窓
　口の一本化
・情報発信は確実な伝達
（必要な人に必要な情報）

・自力で運べない方の災害ご
　みの回収は、事業所などへ
　協力依頼
・情報発信は確実な伝達
（必要な人に必要な情報）

・災害ごみの搬出や搬入、回
　収作業の確実なサポート
・西川登町矢筈地区と武内町
　鯰渕地区に避難指示発令 
（身の安全確保を呼掛け）

・災害ごみの回収は、事業所
　や消防団など関係機関と連
　携し対応
・地すべり地区の住民へ避難
　を確実に伝達

・復旧メニューの検討
・復旧が早い方にあわせ、ス
　ピード感をもった復旧支援

・片付けが進んでいない方へ
　の確実なフォロー
・生活再建の支援の準備

・復旧支援拡充の呼掛け
・災害ごみ回収など、進んで
　いない方への確実支援

・被災者への継続的な体調管
　理や健康管理
・復旧が進んでいない方への
　重点的な支援
・生活再建への支援の準備は
　スピード感を持った対応

・災害弱者へ確実なフォロー
・生活再建の支援は、復旧が
　早い方にあわせた準備
・避難者の住まいへの支援

・復旧が進んでいない方への
　フォローに取り組む
・土日を利用した確実な支援
・情報発信は確実な伝達
（必要な人に必要な情報）
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会議 日時 会議内容（本部長指示）

第26回
会議

第27回
会議

第29回
会議

第28回
会議

第30回
会議

第31回
会議

第32回
会議

8月29日

8月30日

9月 1日

9月 3日

9月 6日

9月 8日

9月10日

8：59

8：57

9：00

9：00

8：58

8：59

8：57

会議 日時 会議内容（本部長指示）

第33回
会議

第34回
会議

第35回
会議

第36回
会議

第37回
会議

9月13日

9月17日

9月22日

9月27日

10月 4日

8：58

8：58

8：59

8：58

8：59

・復旧が進んでいない方の心
　のケアや食事、入浴などき
　め細かい支援
（支援団体等と協議・連携）
・受援力と連携力の強化
・治水対策を含め復興に向け
　て検討

・被災者の心のケア対応
・被災者のきめ細かな支援　
（関係団体と連携）
・り災証明書は、引き続きス
　ピード感を待って対応
・情報発信は確実な伝達
（チラシ等活用、必要な人に
　必要な情報）
・治水対策などの検討

・災害弱者の方への支援
（食や健康、心のケアなどの
　サポート）
・情報発信は確実な伝達
（生活再建の支援メニュー、
　新制度の確実な周知）
・復旧や生活再建は支援団体
　や地域と協議し役割を分担
（ネットワーク会議の創設）
・住まいへの更なる支援対応
（被災者の気持ちや考えを聞
　く場を検討）

・被災者に寄り添った対応
・生活に困っている方へのき
　め細やかな支援
（支援団体と協力）
・情報発信は確実な伝達
（必要な人に必要な情報）
・復興に向けた声を集める

・復興支援を中心に取組む
・一日も早い復旧や生活支援
・治水対策は早急に取組む
・情報発信は確実な伝達
（各種支援策は、必要な人に
　確実に届くよう発信）
・安心して暮らせるまちを必
　ず取り戻す

【災害対策本部　解散】

・令和元年８月豪雨の経験を
　活かし支援はより早く、改
　善の必要な支援は、内容を
　整理
・新規で必要な支援策の検討
・避難者や在宅避難者の継続
　的な健康管理

・復旧が進まない方へのフォ
　ローを各団体と連携
・避難所や在宅避難者のサポ
　ート（特に食事の支援）

・応急修理の情報の伝達
・情報発信は確実な伝達
（現地に入る関係機関にチラ
　シ配布を依頼）

・支え合い助け合いの気持ち
　で支援

・令和元年８月豪雨の災害復
　旧より早い復旧支援の対応
・復旧が進んでいない方への
　確実な支援
・避難者へは、住まいの確保、
　在宅避難者の食事等の支援
・生活再建に向けて、２年に
　２回という状況を考慮した
　更なる支援策の検討
・情報発信は確実な伝達
（必要な人に必要な情報）

・復旧作業が進んでいない方
　へのきめ細かい支援
・心の面のサポート支援
・避難者の住まい確保と在宅
　避難者へのサポート支援
・入浴支援などニーズに応じ
　関係団体と連携し対応
・情報発信は確実な伝達
（生活再建のメニュー）

・復旧が進んでいない方への
　きめ細かい支援
・情報発信は確実な伝達
（生活再建メニューは、関係
　団体と連携）
・抜本的な治水対策など、住
　み続けられる対策を検討
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３．情報発信状況

（１）防災情報

　市では、令和元年８月豪雨時に防災行政無線放送（気象情報、避難情報、河川情報等）

が雨の音などで市民へ伝わりにくく避難行動の遅れに繋がったことを受け、従来の情報発

信方法に加え確実に情報を伝達できる方法として、新たに防災情報発信システム（希望さ

れるご家庭や要配慮者施設等に無償で戸別受信機の設置や電話、メールサービスなど）や

防災アプリ「たけぼう」の構築を行ったことにより、必要な人に必要な防災情報を確実に

発信することができました。

  
（２）気象情報

　防災情報発信システムの構築により、気象特別警報や気象警報、指定河川洪水予報、土

砂災害警戒情報などの気象情報を気象情報サービス（一般財団法人　気象業務支援セン

ター）と自動連携を行ったことで、迅速かつ確実に情報発信することができました。

 
（３）防災情報（避難情報等）

　佐賀地方気象台と常に連絡を取り合い気象情報の収集に努め、適時の避難情報（高齢者

等避難、避難指示、緊急安全確保）の発令を行い、早めの避難を呼びかけるとともに、日

没前に指定避難所及び車両避難場所を開設し、逐次、避難所状況の情報発信を行いました。

　また、河川情報についても気象情報と同様に武雄河川事務所と常に連絡を取り合いなが

ら情報収集を行い、排水ポンプ停止情報等の情報発信を行いました。

 
（４）生活支援情報

　防災情報のほか、災害ごみ受け入れ場所や消毒液配布、り災証明書、入浴サービス等の

情報を提供しました。

４．避難所開設状況（８月１１日〜９月２４日）

　市は指定避難所１７箇所を開設しました。

　開設の際、新型コロナウイルス感染症対策に万全を期し

た避難所運営に努めました。また、令和元年８月豪雨時に

浸水車両の被害が多かったことから車両避難場所３箇所を

開設しました。

　さらに自主防災組織により、自治公民館等の地域避難所

２９箇所を開設していただきました。

　避難者数は市内外の避難者、救護者を含め９０１名でした。

これは、武雄市の人口の１．８６％の割合にあたる避難状況

でした。
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避難所状況

各町別避難者状況

●指定避難所への避難者数

●地域避難所への避難者数（指定避難所以外の避難所）

大雨・洪水警報

土砂災害警戒情報

高齢者等避難
避難指示

土砂災害警戒情報解除

避難者総数
指定避難所避難者数
地域避難所避難者数

凡例

大雨特別警報解除 大雨警報解除
避難指示解除 ※西川登町矢筈地区は継続

大雨特別警報（土砂、浸水）
氾濫発生情報

避難者の推移
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１．消防の活動

（１）武雄市消防団の活動

■消防団指揮本部の活動

　８月１１日午前１０時３３分、大雨・洪水警報が発表され、武雄市が災害情報連絡室体

制で災害対応に当たる中、武雄市消防団においても武雄市役所（災害対策本部室内）に武

雄市消防団指揮本部を設置され、団本部（団長及び副団長）が情報収集を開始し、午後４

時３０分に全団員に出動準備（警戒）体制を指示されました。

　その後、武雄消防署や武雄警察署、自衛隊の連絡員も武雄市役所に派遣・加入され、市

と消防団との情報共有が行われました。

 ８月１４日午前２時１５分、武雄市が災害対策本部へ体制移行後、武雄消防署と連携し、

救助活動及び住民の避難誘導、河川警戒巡視・道路パトロールによる通行止め対応（迂回

指示）・土砂災害現場での応急対応（シート・土のう積み）等の水防活動を指揮されました。

　また随時、武雄警察署や自衛隊の救助部隊も加わり、更に連携した救助活動等が行わ

れ、８月１５日からは食糧支援等の活動、安否確認活動等の指揮・調整が行われました。

■消防団の活動

　消防団は、８月１１日から８月２９日にわたり、延べ２，４２４名が出動し、発災直後は

人命救助を最優先として、救命ボート等による救助活動、安否確認活動、土砂災害現場で

の応急対応（シート・土のう積み）、避難誘導等を行い、被害を最小限に防いでいただき

ました。

　また、河川警戒巡視・道路パトロールに

よる通行止め対応、在宅難者等への食糧支

援等の水防活動を行い、平素の水防意識の

高揚と相まって、被害軽減に多大な貢献を

いただきました。

　さらに、道路に搬出されるごみの回収や

被災者宅からの後片付けの補助など、生活

再建を支援する活動にも取り組んでいただ

き、早期の復旧・復興へ向けて大きな前進

につながりました。

　８月２１日・２２日には鹿島市消防団は

延べ３６名、嬉野消防団は延べ４８名を杵

藤地区消防協会の調整により派遣いただ

き、主にごみ集積場の受入業務の支援を

行っていただきました。

第２節　救助・救護活動

　令和３年８月の大雨では、消防、警察、自衛隊及び関係機関から約４，６００名を超える支援

を受け応急対応に従事していただきました。８月１４日未明からの救助要請数は３３７件、浸水

被害（床上・床下）１，７６２件、道路・河川等被害１２９件が発生し、発災当初は人命を最優先

に救助する活動に努めるとともに、道路被害等による２次災害防止に努めていただきました。

区　分 参加人員

団　本　部

第１分団（武雄町）

第２分団（朝日町）

第３分団（若木町）

第４分団（武内町）

第５分団（西川登町）

第６分団（東川登町）

第7分団（橘町）

第８分団（山内町）

第９分団（北方町）

　出動者（延べ）合計

６８名

２２３名

２７９名

１９４名

３３０名

１２３名

１３７名

３３０名

２２３名

５１７名

２，４２４名

武雄市消防団の出動状況　　（延べ人数）
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時　期 主な活動内容

８月１１日

８月１２日～１３日

８月１４日

８月１５日～１８日

８月１９日～２０日

８月２１日～２２日

８月２３日～２９日

８月３０日～

武雄市消防団の活動内容

警戒（出動準備）体制

警戒巡回、土のう積み、道路冠水に
伴う通行止め及び誘導、土砂災害応
急対応、安否確認活動など

救命ボートによる救助活動、安否確
認活動、避難誘導、警戒巡回、土の
う積み、土砂災害応急対応など

安否確認活動、土砂災害応急対応、
道路ごみ回収、在宅避難者への食糧
等物資搬送など

土砂災害応急対応、道路ごみ回収、
被災者宅片付け補助、在宅避難者へ
の食糧等物資搬送など

橘町、朝日町、北方町で支援活動など

土砂災害応急対応、道路ごみ回収、
被災者宅片付け補助、在宅避難者へ
の食糧等物資搬送など

地域の実情に合わせた活動
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（２）杵藤地区広域市町村圏組合消防本部の活動

　８月１４日午前２時２０分、嬉野市において、裏山の崖が崩れ、土砂が自宅玄関まで

迫ってきていると住民からの１１９番通報で、消防隊が出動されました。

　この通報以降、武雄市、嬉野市及び大町町を中心に、住宅の浸水等による救助要請が相

次ぎ、緊急度を判別しながら、消防力を結集して救助活動にあたられました。

　特に、令和元年８月豪雨時に救助要請の多かった武雄市内３つのエリア（橘町大日、朝

日町高橋及び北方町大字大﨑）については、活動指示、情報収集の中枢となる現場指揮所

を早期に設置し、出動隊への正確かつ迅速な指示が行われました。

■消防本部の活動概要

■県内応援消防隊の活動

（伊万里・有田消防本部救助（水難対応）隊の活動）

８月１４日　

　〇橘町における浸水家屋からの孤立者救出　

８月１５日

　〇橘町及び北方町で、浸水家屋からの孤立者救出及

　　び捜索活動　

月 日 時 間 活動の概要
  8月11日

  8月12日

  

　　

8月14日

　

  8月17日
  8月18日
10月16日

11：33
  3：55
  2：15
    〃

  3：30

  9：15

10：25

13：50

  
2：00

  
8：05

  
8：25

消防災害対策本部　第１配備体制
消防災害対策本部　第２配備移行
佐賀県及び長崎県に大雨特別警報発表
消防災害対策本部　第３配備移行
（全職員招集）
武雄競輪場に武雄消防署の部隊移動
管内で多発する救助要請に対する応需
のため、佐賀県常備消防相互応援協定
に基づき伊万里・有田消防本部に救助
（水難対応）隊の応援出動を要請
佐賀県防災航空隊に支援出動を要請
大町町内公共施設に大町分署消防隊の
部隊移動
消防災害対策本部　第２配備移行
消防災害対策本部　第１配備移行
消防災害対策本部解散
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■佐賀県防災航空隊の活動概要

８月１４日　

　〇橘町における浸水家屋からの孤立者救出

　〇道路冠水により、車両での移動が困難となった人工透析が必要な方の空路移送

　〇北方町で、橋上で孤立し、避難できなくなった方を吊り上げて救出

　今回の大雨で、消防本部では１４日未明から１５日の昼までに、活動隊員延べ４１２人で

２９６人（管轄内全域）の方を救助されました。

　また、被災した市町の災害対策本部へ職員を派遣し、関係機関と連携を図るとともに、被

災建物や道路状況、各地区の避難状況の把握、避難誘導等が行われました。

　今回の大雨では、令和元年８月豪雨と同様に、短時間で多数の１１９番通報が入電した

ことから、管内の消防力を結集され、関係機関とも協力して全力で災害対応にあたられま

した。

　救助活動については、令和３年３月から運航を開始された、佐賀県消防防災ヘリコプター

による「空からの救助」が加わり、陸上からの救出が困難な現場において迅速な救助活動を

可能とするなど、大きな機動力を発揮されました。

８月１５日　

　〇北方町の避難所に避難中の人工透析が必要な方

　　の空路移送

　〇白石町及び大町町内で、自宅周辺の道路の冠水

　　により、車両での移動が困難となった人工透析

　　が必要な方の空路移送

【資料提供：佐賀県防災航空隊】

町　別 救助者数 県内応援隊 備　　　　考
（単位：名）

出動隊員数（延べ）
武雄町

橘　町

朝日町

北方町

合　計

 

応援隊：伊万里・有田消防

応援隊：伊万里・有田消防

０

１００

３６

８０

２１６

０

１０

０

１０

２０

６

９０

５０

１８９

３３５

■消防本部の活動状況

武雄市内での救助活動状況
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（１）災害警備体制等

　武雄警察署は、大雨・洪水警報が発表された令和３年８月１１日から同月２７日までの

１７日間、災害警備本部等の警備体制（延べ２９８人）を確立するとともに、佐賀県警察

本部からの応援を受けながら、武雄市、消防本部、消防団、自衛隊等の関係機関とも連携

され、被災情報の収集、被災者の救出救助、交通規制、防犯パトロール等、被災者等の安

全・安心を確保するための活動を行われました。

　　
（２）救出救助活動等

　朝日町や北方町内の浸水地域において、杵藤地区消防本部等と連携しながら、救命ボー

ト等により孤立者２８人を救助されました。

　　

（３）交通規制等

　武雄市内において、冠水や土砂崩れに伴う交通障害が多数発生したことから、交通規制

等の対応を行われました。

 また、８月１５日、北方町内において、国道３４号の主要交差点の信号機が故障したこと

から、信号機が復旧するまでの間、夜を徹して手信号等による交通整理を行われました。

　　

（４）被災地の治安維持活動

　浸水地域の空き家や店舗等に対する２４時間の特別警戒パトロールを行ったほか、県警

ツイッターやケーブルテレビ等による犯罪情報発信等の広報活動、被災地における犯罪抑

止活動が行われました。

　また、避難所を訪問し、被災された方の安全・安心を確保するための活動も行われました。

２．警察の活動
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　８月１４日午前２時１５分大雨特別警報発表に伴い、陸上自衛隊西部方面特科連隊及び海

上自衛隊佐世保地方総監部から連絡幹部が配置され、被害の情報収集等が行われました。

　災害派遣部隊は、陸上自衛隊西部方面特科連隊第４大隊・第２大隊、第４施設大隊及び海

上自衛隊佐世保警備隊が派遣されました。派遣当初から武雄市災害対策本部、杵藤地区消防

本部、武雄市消防団、武雄警察署と連携し、被害の状況把握、浸水で逃げ遅れた方の救助活

動・安否確認、物資配給支援の災害活動を行っていただきました。

　派遣は、８月１４日から１８日の間、陸上自衛隊は延べ人員１，１０２名、海上自衛隊は延

べ３４名で活動していただきました。

（１）災害派遣要請

　８月１４日午前９時５２分、武雄市全域に大雨による

大規模な浸水被害が発生し、救助要請が多数発生してい

ることから、人命救助等のため、佐賀県へ自衛隊の災害

派遣要請を依頼しました。

　
（２）救助活動

　陸上自衛隊は３００名体制により、橘町、北方町大字

大渡・芦原、海上自衛隊は北方町大字志久・大﨑で、人

命救助、安否確認に即応対応していただきました。

　救助活動は橘町大日堰付近、北方町中央交差点、医王

寺付近を拠点とし救助ボート等により救助者５８名、５７１

世帯１，４７８名の安否確認を行うとともに、消防団と連

携し、在宅避難者へ食糧の配給支援を行っていただきま

した。

　
（３）災害派遣撤収要請

　人命救助の活動が終了し、大雨警報解除に伴い、８月１８日午前１１時００分、佐賀県

へ災害派遣の撤収要請を依頼しました。

３．自衛隊の活動
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４．関係機関からの支援

機　関　名

自 治 体

各種団体

国土交通省（JETT、TEC-FORCE）、佐賀県、岩手県陸前高田市、静岡県掛川市、
大阪府高槻市、大阪府泉佐野市、香川県宇多津町、県内各市町など
日赤佐賀支部、ジャパンハートなど

機　関　名

自 治 体

各種団体

民間企業

静岡県小山町、大阪府東大阪市、大阪府泉佐野市、奈良県吉野町、
香川県宇多津町、熊本県人吉市、鳥栖市、基山町など

武雄市地域婦人会、公益社団法人CIVIC-FORCE、武雄杵島地区歯科医師会、特定
非営利活動法人Ａスタ、日本赤十字社佐賀支部、一般社団法人おもやい、佐賀県食
品衛生協会など

角味噌醤油㈱、JA婦人部、橘郵便局、たちばな弁当、おがた寿司、住友生命新武雄
支部、ＫＤＤI㈱、ヤマザキ製パン㈱、㈱ジャパネットたかた、グリーンコープ生活
協同組合、㈱タイザン（七彩の湯）、 ㈱グッデイ、大塚製薬㈱、山下医療器械㈱、
尾西食品㈱、㈱久原本家、㈱サガンドリームズ、㈱佐賀銀行、武雄観光物産㈱、武
雄温泉㈱など

（１）人的支援

　様々な支援として各自治体、各種団体、民間企業、個人の方々から人的支援を受けました。

（２）物資支援

　発災当初から、国及び県内外の自治体、各種団体、個人を含む民間企業から飲料水、食

糧、衣料品、生活用品等の物資支援を受けました。
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区　分 開　始 閉　鎖
杵藤クリーンセンター跡地
北方運動公園運動場

８月１６日
８月１７日

※１０月２２日
８月２９日

一時仮置場の設置状況

第３節　災害廃棄物と消毒
１．災害ごみの回収

　８月１６日から杵藤クリーンセンター跡地で災害ごみの受入れを開始しました。

　災害ごみの多くは浸水した畳、電化製品、家具等であり、一時仮置場を２箇所設定し回

収しました。

※９月１４日以降は個別に搬入を相談された方を対象に

　受け入れを行いました。
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種　類 総　量
可燃（破砕）ごみ
畳（未破砕）
不燃ごみ
ソファー・マットレス
家電４品目
タイヤ
油脂類
処理困難物
瓦、陶磁器類
産業廃棄物（管理型）
消火器
ガスボンベ
有価物（金属）
　　　　　　計

２，１９７．７８ｔ
１１５．６３ｔ
８０６．１９ｔ
３１．２９ｔ
１４８．０６ｔ
２０．８９ｔ
１３．２２ｔ
０．８６ｔ

１０４．４０ｔ
１４８．１２ｔ
０．６７ｔ
０．０６ｔ

１５０．０４ｔ
３，７３７．２１ｔ

種　類 台　数 運搬量
エアコン
テレビ
冷蔵庫・冷凍庫
洗濯機・乾燥機
　　　計

９．１２ｔ
２５．８０ｔ
８１．３４ｔ
３１．８０ｔ
１４８．０６ｔ

２２８台
１，１７９台
１，２２９台
７９５台

３，４３１台

災害ごみ回収量

搬出先 搬出量
大島産業
唐津市清掃センター（唐津市）
脊振広域クリーンセンター（神崎市）
さが西部クリーンセンター（伊万里市）

１０７４．７５ｔ
２１１．７９ｔ
１１３．５１ｔ
７９７．７３ｔ

可燃（破砕）ごみ…破砕した畳、粗大ごみ、木くずを含む

運搬元運搬業者 数　量

久留米運送㈱
杵藤クリーンセンター跡地
北方運動公園運動場
　　計

１，７２９台
１，７０２台
３，４３１台

家電４品目

搬出先 搬出量
クリーンパークさが １１５．６３ｔ

畳（未破砕）

搬出先 搬出量
有田リサイクルプラザ（有田町） ８０６．１９ｔ

搬出先 搬出量

不燃ごみ

有田リサイクルプラザ（有田町） ３１．２９ｔ

ソファー、マットレス

（１）災害ごみの処分
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搬出先 搬出量
㈱三協環境開発 ２０．８９ｔ

タイヤ

搬出先 搬出量
㈱三協環境開発 １３．２２ｔ

油脂類

搬出先 搬出量
㈱三協環境開発 ０．８６ｔ

処理困難物

搬出先 搬出量
有田リサイクルプラザ（有田町） １０４．４ｔ

瓦、陶磁器類

搬出先 搬出量
岡村高圧工業 ０．０６ｔ

ガスボンベ

搬出先 搬出量
㈱環境資源開発 １５０．０４ｔ

有価物（金属）

区　分 集積状況 空　撮 令和４年現況

杵藤クリーン
センター跡地

北方運動公園
運動場

災害廃棄物一時仮置場の現況推移

搬出先 本　数

㈲瀬頭商会 ０．６７ｔ
（１３４本）

消火器

搬出先 搬出量
㈱篠原建設 １４８．１２ｔ

産業廃棄物（管理型）　…石膏ボード、土砂
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区　分 全　壊 大規模半壊 中規模半壊 半　壊 準半壊 一部損壊 合　計

住　家

非住家
合　計

０件

０件
０件

８７件

４件
９１件

６０１件

９５件
６９６件

２３１件

１４６件
３７７件

５６件

２０２件
２５８件

４３６件

１６８件
６０４件

うち床上
うち床下
そ の 他

４０件
３９０件
６件

１,４１１件

６１５件
２,０２６件

り災証明発行件数（２，０２６件）に対する物件の数

第４節　り災証明書の交付
１．り災証明書・被災届出証明の申請

　被災された皆様に、「り災証明書」の申請受付等情報を掲

載したチラシを作成し、市役所、り災受付窓口、各避難所、

各町公民館で配布、また武雄市のホームページにも掲載しま

した。

　８月１８日から市役所税務課内で受付を開始し、被害規模

が大きかった橘町、朝日町、北方町では、出張受付（橘公民

館、朝日公民館、旧北方支所）を行い、被害を受けられた方

に対し、り災証明書を発行しました。

２．防疫

　厚生労働省から、浸水した家屋の感染症予防対策について屋外（特に床下や庭など）で

は原則消毒不要との通知から、市が直接消毒作業は行わず消毒液の配布を行いました。

 消毒液は次亜塩素酸ナトリウムを０．１％に希釈したもので、２Ｌのペットボトルに誤飲

防止のラベルを貼付し、公民館などの拠点での配布や公用車で被災区域を巡回しながらの

配布、高齢者など取得が難しい方には直接配達するなど必要な人が必要な時に使用できる

ようにしました。配布総数は市内全体でペットボトル約４，５００本でした。

区　分 区　分件　数
り災証明申請件数
り災証明発行件数

被害認定調査件数
被害認定再調査（２次）申請件数
被害認定再調査（２次）終了件数

２，０２６件
２，０２６件

件　数
１，６５９件
１２件
１２件

り災証明書申請及び発送状況
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（１）災害支援金・義援金

　５２５件、４８８，４５１，３４９円の支援金、義援金のご寄付をいただきました。

区　分 件　数 金　額 合　計
支援金
義援金
義援金（佐賀県より）
　　 合　　計

５８件
４６４件
３件

５２５件

２２，１８７，８００円
３０，４５９，３８７円
４３５，８０４，１６２円
４８８，４５１，３４９円

２２，１８７，８００円

４６６，２６３，５４９円

４８８，４５１，３４９円

義援金等の支援受け入れ状況

第５節　災害支援等
１．復興支援

　今回の大雨からの復旧や生活再建、復興に向けた各種支援策へ対応するため８月２０日か

ら「復興支援室」を市役所１階ホールに設置し、総合相談窓口、または災害相談専用ダイ

ヤルを設け、被災された皆様の相談窓口を一本化しました。

　また、り災証明書の出張受付に併せて、橘公民館、朝日公民館、旧北方支所に総合相談

窓口を設置しました。

２．ボランティア活動

　発災後、武雄市社会福祉協議会は、武雄市災害対策本部と被

災状況等の情報共有を行い、８月１７日「武雄市災害ボラン

ティアセンター」が開設されました。８月１８日からボラン

ティアの募集、支援依頼の受付を開始し、８月２１日から活動

が開始されました。

　受け入れにあたり、新型コロナウイルスの感染が急増してい

ることを踏まえ、佐賀県在住者で活動当日にセンターにおいて

ボランティア全員の抗原検査を行い、陰性の方に限定して活動

していただきました。

　令和元年８月豪雨に続き、民間ボランティア団体「おもやい

ボランティアセンター」が設置され、床下からの泥だし、床・

壁の掃除・消毒、支援物資の配布等の活動が行われました。
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区　分 活 動 期 間 活 動 人 員

武雄市災害ボランティアセンター

おもやいボランティアセンター

８月１７日～９月３０日

８月１８日　～　現在

１，４４３人

４，７４８人

ボランティア活動状況（令和４年７月末現在）
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第４章　復　興

第１節　令和元年８月豪雨を踏まえた備え

　市では、令和元年８豪雨を教訓に、情報伝達に関するツールの充実を図ってきました。

生命・財産を守る備えとして、早期に取り組めることは情報に関するものでした。

　１　全世帯を対象に戸別受信機の設置

　　　・情報が正確に伝わることが重要

　２　防災アプリの構築

　　　・生活形態の多様化により新たな情報収集ツールの提供

　３　自主防災組織の強化と活動支援

　　　・全地区へのプッシュ型出前講座の開催

　　　・自主防災組織活動事業費補助金の創設と支援

　４　新たなハザードマップの整備

　　　・防災意識を高めるため全世帯配布

第２節　令和３年８月の大雨による災害からの復興・復旧

　市では、２年で２回の災害を受け、市民の希望や今後の治水対策の方向性をいち早く示

すため、発災から３カ月後の１１月に「武雄市 新・創造的復興プラン」を策定し、今回の災

害から早期の復興・復旧はもちろん、安心して住み続けられる創造的復旧に取り組みます。
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１．治水対策（気候変動に対応したまちの創造）

～ 同じ被害を二度と起こさないために ～

第３節　各種対策

　国では、六角川流域の特徴や治水上の課題等を踏まえた六角川水系における今後の水害

対策について、国、県、六角川流域の３市３町などが連携し、「新・六角川水系流域治水

プロジェクト」を新たにとりまとめられました。

　また、県では、各機関が連携した「人命等を守る」「内水を貯める」「内水を流す」こ

とを柱としたプロジェクトIF（Inland water Flooding ＝ 内水氾濫）を令和３年９月に

立ち上げられました。

　市では「新・創造的復興プラン」をもとに様々な対策に取り組んでいます。

た　め　る な　が　す お　く　る
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２．防災力のさらなる強化（災害に強いまちの創造）

安心して避難できる環境整備

●避難所の見直し

もしもの事態に備える

●救命ボートの追加配備

●車両避難所の拡大
　（農業用機械を含む）

最大１,600台

➡最大5,000台
（浸水時は4,000台）

（橘町３艇、朝日町２艇、北方町８艇）

そ の 他

●災害記憶の風化防止 ●未来につながる出前講座 ●更なる受援力の強化

実績浸水深看板 市内小・中学校での講座 泉佐野市との災害応援協定 掛川市との災害応援協定

●臨時災害放送局の整備 （可搬型ＦＭ送信機）

【がけ地崩壊防止事業補助金（市単独）】
　事業費　１／２（限度額１００万円）●内水デジタルハザードマップの整備

●がけ崩れから住まいを守る

●土のうステーションの新設 ９か所（各町公民館）

２年で２回の災害の教訓を踏まえた「民間ボランティアと連携」「自
主防災組織と関係機関が連携」した武雄市防災訓練の実施

●民間ボランティアとの連携

指定避難所

地域避難所
（自治公民館、集会所、お寺等）

＋

・避難施設の充実
　地域避難所に非常食、飲料水を事
　前配備

小野原区の地域避難所（地元のお寺）

市内事業所との災害応援協定
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